A型ボツリヌス製剤（BTX-A）は米国の眼科医Alan Scott博士により初めて斜視に臨床応用された．しかし，斜視が初めての対象疾患であったにもかかわらず日本では他の疾患が優先され，2015年6月に漸く斜視への適応拡大が認められた．また，講習会の受講だけでなく眼科専門医であることが初めて認可条件となった．
　残念ながら12歳未満の小児は適応から外れ，最も良い適応と考えられる乳児内斜視に使うことは出来ないが，他の斜視に関しては麻痺性を含め広く用いることができる．兵庫医大でも1年余りの間に様々なタイプの斜視65例に計100回のBTX-A注射を行った（この中には術中後転筋に注射した18例19回22眼を含む）．最大の合併症である眼瞼下垂は10例15%にみられ，術後の上下偏位は厳密には約60%にみられたが，10PD以上の明らかな上下偏位は7%であった．他に気分不良を1例に認めた．対象の内訳では，輻湊痙攣16例（治癒31%，注射反復50%），外斜視12例（術中5例），Ⅵ麻痺9例（術中3例），Ⅲ麻痺7例（術中3例），急性内斜視4例（手術3例）， MLF症候群2例，共同偏視1例などである．全体的にはBTX-A注射効果は2－3か月で徐々に減弱し，元の眼位近くまで戻り，多くで注射の反復を要する．ただし，術中後転筋に BTX-A注射を行えば，後転単独より効果が大きく，さらに永続する効果がみられる．
　斜視へのBTX-A注射は一定の比率で眼瞼下垂と術後上下偏位を来すが，手術療法を補完する治療として極めて有用である．
■弊社医薬品「ボトックス®」のご使用に際しては、承認条件により、規定のセミナーを
受講いただくことが必要です。

■本セミナーは、斜視の施注資格取得のためのセミナーです。

■斜視の適応については、日本眼科学会専門医のみがボトックス®を使用できるとの規定がございます。あらかじめご了承ください。

■セミナー開始から20分で受付を終了させていただきます。

■遅れて到着された場合や途中退席の場合は、受講修了となりませんことをあらかじめご了承ください。
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